
交通ルールを守って　安全運転！

（5月13日　小林区自転車教室）
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本
町
で
は
、
人
口
減
少
が
進

む
中
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
平

成
27
年
2
月
に
「
公
共
施
設
再

配
置
計
画
」、平
成
28
年
3
月
に

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
定
め
、
閉
校
し
た
五
開
小
学

校
、
増
穂
西
小
学
校
の
利
活
用

や
、
鰍
沢
プ
ー
ル
を
廃
止
し
て

町
民
会
館
の
駐
車
場
に
す
る
な

ど
、
公
共
施
設
の
縮
小
を
積
極

的
に
進
め
、
行
財
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
公
共
施
設
の
統
廃

合
を
は
じ
め
と
す
る
「
行
財
政

改
革
」
に
取
り
組
み
、
合
併
以

降
8
年
の
各
種
施
策
に
加
え
、

7
項
目
を
重
点
課
題
に
掲
げ
、

町
の
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
に

向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

志村町政
3期目スタート

富
士
川
町
の
　
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
に
向
け

〜
み
ん
な
で
考
え
、
一
緒
に
築
く
ま
ち
づ
く
り
〜

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
将
来
に
わ
た
る
安
心
と
夢
や
希
望
が
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
新
時
代
に
向
け
て
は
、
住
民
や
地

域
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
の
声
を
聞
き
、
そ
の
声
を
政
策
立
案
に
つ
な
げ
、
住
民
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
、
住
民
や
地
域
と
行
政
で
一
緒
に
す
る
こ
と
、
行
政
が
す
べ
き
こ
と
、

に
大
別
す
る
中
で
、
み
ん
な
で
富
士
川
町
の
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

取
組
む
重
点
課
題

7項目

〇�

　
子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立
や
経
済
的
な
負
担

な
ど
の
悩
み
を
解
消
し
、
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
整
備

○�

　
認
知
症
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
家
族
の

実
情
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

○�

　
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
の
診
療
体
制
の
充
実
と
経
営
改
善

○�

　
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
、

定
住
促
進
や
交
流
人
口
増
加
策
と
、
地
域
経
済

の
活
性
化
策
の
実
施

○�

　
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
、
自

助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の
徹
底
と
地
域
の
危

険
箇
所
の
防
災
・
減
災
対
応

○�

　
増
穂
商
業
高
校
跡
地
に
、
社
会
を
支
え
る
職

業
人
材
を
育
成
す
る
高
等
教
育
機
関
の
設
置

○�

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
本
格
的
工
事
に
向

け
、
騒
音
や
振
動
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
、
不

安
項
目
へ
の
対
応

協働のまちづくりを富士川町から 発信していきたい…
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登庁の所感―
　この度、引き続き町政を担うこととなり
ました。
　4月 25日、3期目の就任をいたしました
が、その責任の重さを改めて実感している
ところであり、身の引き締まる思いであり
ます。

喫緊の課題は―
　これまで2期8年間で取り組んで参りま
した諸課題の中でも、リニア中央新幹線建
設に伴い、移転を余儀なくされている町民
体育館の移設、リニア通過に対する住民の
皆さんの不安解消や、児童・生徒へのより
安全安心な給食を提供するための給食セン
ターの整備、耐震基準を満たしていない庁
舎の建替えなど、道半ばであります。

取組み方針は―
　今後、超高齢化社会が進展し、これまで
に経験したことのない人口減少社会が到来
することとなり、福祉施策の充実や人口減
少への対応が、急務となっております。
　私は、これからも公平・公正な立場で、
「自助・近助・共助・公助」を基本とする
“協働”をまちづくりのテーマとして、諸課
題に積極果敢に挑戦し、「暮らしと自然が輝
く交流のまち」を目指す中で、子どもや若
者が夢と希望の持てる町、お年寄りや住民
が安心して暮らせる町にして参りたいと考
えております。

7大事業の現状
　平成29年2月号の「広報ふじかわ」に
おいて、まちを取り巻く重要な課題に対応
するため、今後10年間で概算事業費が10
億円以上となる7つの事業の概要をお知ら
せしました。

　現在、児童センターの工事を進めている
ところです。
　広報へ掲載した、当時の概算事業費は、
10億円と想定していましたが、現在は、約
7億円の範囲で完成させることを目指して
います。

　7大事業の執行は、国や県の補助金など
財源確保に努め、町が支出する一般財源を
少なくするとともに、後年度負担を軽減す
るよう工夫していきます。
　今後も事業の進捗状況は、広報でお知ら
せします。

協働のまちづくりを富士川町から

3期目にあたり
町長　志村　学

▲建設が進む、児童センター（平成 31年 3月完成予定）
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こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
富
士
川
町
議

会
第
5
代
議
長
・
副
議
長
の
要
職
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余

る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
職

責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
富
士
川
町
は
、
合
併
か
ら
8
年
が

経
過
し
、
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
が
終
わ
り
、
今
年
度

か
ら
第
二
次
総
合
計
画
の
下
で
の
、

新
た
な
町
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
議
会
の
果
た
す
役

割
も
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

か
ら
、新
た
に
制
定
し
た
、「
富
士
川

町
議
会
基
本
条
例
」
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

議
会
、
町
民
、
町
長
そ
の
他
の
執
行

機
関
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
二
元
代
表
制
の
下
で
の
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
の
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
し
た
活
動
を
推
進

し
、
町
民
福
祉
の
向
上
お
よ
び
町
政

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
立
場
に
立
っ

た
議
会
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
の

た
め
に
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議
長

副
議
長 富

士
川
町
議
会

新
議
員
14
人
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
写真は議席順で
紹介

議
　
長
に
　
井
上
光
三 

氏
就
任

副
議
長
に
　
鮫
田
洋
平 

氏

氏
名
、
年
齢
、
地
区
、
職
業
、

党
派
の
順
で
す
。（
敬
称
略
）

年
齢
は
平
成
30
年
4
月
25
日
現

在
で
す
。

井上　光三
69歳（穂積）
会社員・無所属

鮫田　洋平
39歳（青柳町）
会社員・無所属

小林有紀子
53歳（中部）
無職・公明党

深澤　公雄
57歳（中部）
自営業・無所属

青栁　光仁
74歳（鰍沢中）
無職・無所属

堀内　春美
74歳（青柳町）
無職・無所属

長澤　　健
51歳（天神中條）
建設業・無所属

笹本　壽彦
65歳（青柳町）
自営業・無所属

井上　和男
65歳（小林）
無職・無所属

望月　　眞
65歳（鰍沢北）
無職・無所属

秋山　　稔
68歳（𣇃米）
無職・無所属

成田　　守
73歳（中部）
無職・無所属

樋口　正訓
61歳（天神中條）
会社員・無所属

秋山　　仁
61歳（最勝寺）
農業・無所属

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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平
成
30
年
度

区
長
・
区
長
代
理
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
4
月
20
日
、区
長
会
が
開
催
さ
れ
、町
長
か
ら
各
区
長
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
区
長
会
長
に
望
月
一
仁
鰍
沢
中
区
長
、副
会
長
に
秋
山
健
造
大
久

保
区
長
、田
中

郎
大
椚
区
長
、深
澤
和
彦
穂
積
区
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
人
口
・
世
帯
は
、
平
成
30
年
5
月
1
日
現
在
）

◆
区
長
代
理
（
敬
称
略
）

石
坂
雅
樹
（
最
勝
寺
）、
池
谷
勝
（
天

神
中
條
）、
望
月
博
（
大
久
保
）、
秋

山
三
千
夫
（
𣇃
米
）、
初
鹿
和
敏
（
小

林
）、
𧦴
藤
與
（
長
澤
）、
井
上
一
男

（
大
椚
）、
深
澤
泉
（
青
柳
町
）、
深
沢

敏
之
（
平
林
）、
井
上
修
（
穂
積
）、

大
久
保
栄
一（
鰍
沢
北
）、原
田
敏
彦

（
鰍
沢
中
）、
望
月
昭
宏
（
鰍
沢
南
）、

宮
崎
正
人
（
中
部
）、
栁
澤
育
雄
（
五

開
）

秋山　健造 氏
人口� 459 人
世帯� 168 戸

大
久
保
区
長

山本　　  氏
人口� 1,754 人
世帯� 703 戸

最
勝
寺
区
長

𫝆村　正泰 氏
人口� 790 人
世帯� 299 戸

𣇃
米
区
長

笹本　　正 氏
人口� 3,047 人
世帯� 1,321 戸

青
柳
町
区
長

田中　 郎 氏
人口� 621 人
世帯� 233 戸

大
椚
区
長

長澤　正人 氏
人口� 1,443 人
世帯� 522 戸

天
神
中
條
区
長

鹿　秀樹 氏
人口� 1,177 人
世帯� 436 戸

小
林
区
長

堀内　敬明 氏
人口� 247 人
世帯� 123 戸

平
林
区
長

山本　孝夫 氏
人口� 2,086 人
世帯� 807 戸

長
澤
区
長

深澤　和彦 氏
人口� 440 人
世帯� 228 戸

穂
積
区
長

河住　義郎 氏
人口� 1,045 人
世帯� 381 戸

望月　一仁 氏
人口� 826 人
世帯� 386 戸

秋山　　覺 氏
人口� 748 人
世帯� 350 戸

保坂　　洋 氏
人口� 433 人
世帯� 225 戸

望月　利彦 氏
人口� 261 人
世帯� 129 戸

鰍
沢
北
区
長

（
新
田
町
、
北
新
町
、
桜
新
町
、
梅
林

町
）

鰍
沢
中
区
長

（
旭
町
、
富
士
見
町
、
畔
沢
町
、
上
北

町
、
上
南
町
、
緑
町
、
八
幡
町
）

鰍
沢
南
区
長

（
大
法
師
町
、
仲
町
、
本
町
北
町
、
本

町
南
町
、
入
町
、
駅
前
通
町
、
明
神

町
、
風
早
町
）

中
部
区
長

（
国
見
平
町
、長
知
沢
町
、鬼
島
町
、

箱
原
町
、
鹿
島
町
）

五
開
区
長

（
鳥
屋
町
、
柳
川
町
、
十
谷
町
）
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町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します
　町では、毎年2回、皆さんに納めていただいた税金などが、どの
ように使われているのかを知っていただくため、財政状況を公表し
ています。
　今回は、平成30年3月31日現在の財政状況をお知らせします。
　なお、地方自治体の会計は、2か月の出納整理期間（5月31日
が会計閉鎖日）があるため、今回の公表は決算を示すものではあり
ません。

■一般会計予算の執行状況
歳入 （単位：千円、％）

名　　称 予算現額 収入済額 収入率
町税 1,590,997 1,506,738 94.70
地方譲与税 65,330 65,330 100.00
地方消費税交付金 271,834 271,834 100.00
自動車取得税交付金 20,350 20,350 100.00
地方特例交付金 7,178 7,178 100.00
地方交付税 2,942,315 3,138,500 106.67
分担金・負担金 92,421 78,027 84.43
使用料・手数料 103,100 101,227 98.18
国庫支出金 769,565 652,524 84.79
県支出金 407,318 208,843 51.27
繰入金 61,060 23,000 37.67
繰越金 447,798 447,799 100.00
諸収入 661,348 609,182 92.11
町債 1,027,750 269,350 26.21
その他 124,160 122,401 98.58

歳入総額 8,592,524 7,522,283 87.54

歳出 （単位：千円、％）
名　　称 予算現額 支出済額 執行率

議会費 78,166 76,834 98.30
総務費 995,747 874,872 87.86
民生費 2,339,944 1,769,756 75.63
衛生費 1,393,144 1,304,398 93.63
農林水産業費 278,713 192,440 69.05
商工費 106,165 91,819 86.49
土木費 1,148,930 529,666 46.10
消防費 340,342 320,696 94.23
教育費 821,043 744,569 90.69
公債費 973,577 827,095 84.95
諸支出金 89,522 54,003 60.32
その他 27,231 15,791 57.99
歳出総額 8,592,524 6,801,939 79.16

　　町税の収入状況内訳 （単位：千円）
科　　目 予算額 収入済額 収入率

町民税 758,942 688,171 90.68
固定資産税 592,563 589,957 99.56
町たばこ税 99,900 92,828 92.92
都市計画税 83,248 79,425 95.41
その他 56,344 56,357 100.02

計 1,590,997 1,506,738 94.70

■特別会計予算の執行状況 （単位：千円、％）

会　　計　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
予算額 収入済額 収入率（％） 予算額 支出済額 収入率（％）

国民健康保険 2,030,411 1,891,241 93.15 2,030,411 1,799,926 88.65
後期高齢者医療 395,099 381,092 96.45 395,099 329,434 83.38
介護保険事業 1,802,999 1,520,177 84.31 1,802,999 1,593,593 88.39
介護サービス事業 98,503 88,891 90.24 98,503 93,913 95.34
奨学金 720 2,389 331.81 720 0 0.00
簡易水道事業 145,992 31,071 21.28 145,992 100,474 68.82
下水道事業 977,938 343,000 35.07 977,938 628,400 64.26
営農飲雑用水事業 2,467 1,744 70.69 2,467 2,042 82.77
箱原農業集落排水事業 16,474 5,868 35.62 16,474 12,670 76.91
鰍沢財産区 313 308 98.40 313 56 17.89
鹿島財産区 89 88 98.88 89 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 446 558 125.11 446 397 89.01
峡南地区ことばの教室共同設置 1,733 1,845 106.46 1,733 1,426 82.29
峡南地区充指導主事共同設置 876 897 102.40 876 842 96.12
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■企業会計の財政状況 （単位：千円、％）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予算額 収入済額 収入率（％） 予算額 支出済額 収入率（％）

水道事業
収　益　的 264,419 212,124 80.22 282,161 100,906 35.76
資　本　的 39,821 38,666 97.10 138,196 106,323 76.94

■町有財産財政状況 （単位：円）
基　　金　　名　　称 金　　　　額

財政調整基金 1,037,211,000
減債基金 613,168,000
公共施設整備等事業基金 1,160,340,000
奨学基金 33,607,000
地域福祉基金 200,000,000
鹿島財産区基金 504,000
中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,934,000
国民健康保険財政調整基金 0
介護保険給付費支払準備基金 63,630,452
簡易水道事業財政調整基金 3,710,000
営農飲雑用水事業財政調整基金 685,000
箱原農業集落排水事業財政調整基金 548,000
地域コミュニティー施設整備費貸付基金 81,066,000
過疎地域自立促進基金 17,818,000
町民会館太陽光発電設備管理基金 212,000
道の駅富士川整備基金 10,900,000

合　　　　　計 3,278,333,452

土地開発基金
土地面積 24,859.11 ㎡
現金残高 258,111,358 円

町 有 財 産
土地 691,422 ㎡
山林 1,232,291 ㎡
（うち分収林） 143,900 ㎡
建物 102,960 ㎡
車輌 70台
有価証券 0円
出資による権利 369,380,000 円

■町債未償還額 （単位：円）
目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

公 共 事 業 等 930,073,023
公 営 住 宅 建 設 事 業 120,238,032
災 害 復 旧 事 業 23,006,868
緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 184,312,500
教育・福祉施設等整備事業 709,114,178
一 般 単 独 事 業 440,020,172
合 併 特 例 事 業 322,087,813
辺 地 対 策 事 業 1,941,417
過 疎 対 策 事 業 814,442,364
減 税 補 て ん 70,877,972
減 収 補 て ん －
臨 時 財 政 対 策 債 3,153,807,190
都 道 府 県 貸 付 金 164,670,000
全 国 防 災 事 業 債 42,000,000
そ の 他 32,830,537

計 7,009,422,066

特　

別　

会　

計

上 水 道 事 業 730,151,456
簡 易 水 道 事 業 506,909,102
営 農 飲 雑 用 水 事 業 4,898,220
下 水 道 事 業 3,715,890,168
箱 原 農 業 集 落 排 水 事 業 56,808,571
国 民 健 康 保 険 0

計 5,014,657,517

町債（借入金）
　借入金は、なるべく少ないのが理想ですが、
家庭においてもローンを組んだりしながら、計
画的に高い買い物をすることがあります。町で
も、長く利用できる施設などの建設費の世代間
負担の公平性を図る観点から、資金計画を立て
て借り入れをしています。
　現在の借入金は、一般会計が約 70億 942 万
円、特別会計・企業会計で約 50億 75万円とな
り、借入金残高の総額は、約 120 億円となって
います。

基金（積立金）
　基金は、家庭でいう貯金です。
　いざという時に使うことができる財政調整基
金は、3月末現在で、約 10億 3,721 万円あり
ます。
　この基金は、将来の不測の事態に対応できる
ように蓄えておく必要があります。
　そのほかの基金は、それぞれの目的にした
がって積立てや運用、取崩しを行っています。
　全会計の基金を合計すると、約 32億円とな
ります。

●お問い合わせ　財務課　財政担当　☎22－7201
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田
中
隼
人
氏
は
、
昭
和
7
年
旧
増

穂
町
小
林
に
生
ま
れ
、
昭
和
26
年
3

月
、
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
を
ご

卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
農
業

に
従
事
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
28

年
か
ら
地
元
の
造
り
酒
屋
、
有
限
会

社
田
中
酒
造
店
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
50
年
増
穂
町
議
会
議
員
に
初

当
選
し
、
6
年
5
か
月
の
在
任
中
に

は
総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
経
済
常

任
委
員
会
委
員
、
副
議
長
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
に
は
増
穂
町
教
育
委
員

会
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、
自
ら
の
理

念
で
あ
る
「
特
色
あ
る
増
穂
教
育
」

の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
62
年
、
地
域
住
民

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
増
穂
町
長
に

立
候
補
、
見
事
に
当
選
を
果
た
し
て

以
来
、
平
成
15
年
ま
で
の
4
期
16
年

の
長
き
に
わ
た
り
在
職
す
る
と
と
も

に
、
県
町
村
会
常
任
理
事
お
よ
び
県

町
村
会
長
と
し
て
町
政
の
発
展
は
も

と
よ
り
、
広
域
行
政
、
地
方
分
権
の

推
進
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
部
と
中
山
間
地
域
を

か
か
え
る
旧
増
穂
町
の
道
路
等
基
盤

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
中
部
横
断

自
動
車
道
増
穂
イ
ン
タ
ー
の
誘
致
や

富
士
川
大
橋
の
早
期
完
成
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
の
分
野
に

お
い
て
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

一
体
化
を
目
指
す
「
福
祉
エ
リ
ア
構

想
」
を
打
ち
出
し
、
温
泉
施
設
の
建

設
と
、
県
下
で
初
め
て
診
療
所
を
備

え
た
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
者
保
健

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
竣
功
さ
せ
、

福
祉
エ
リ
ア
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に

よ
り
、
住
民
の
福
祉
・
健
康
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
49
年
に
甲
府
保
護
観

察
所
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
22

年
5
月
ま
で
の
30
年
余
り
の
長
き
に

わ
た
り
、
保
護
観
察
対
象
者
の
改
善

更
生
、
犯
罪
予
防
活
動
、
保
護
司
会

の
運
営
等
、
更
生
保
護
事
業
の
充

実
・
発
展
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
多
大
な

功
績
を
讃
え
、
平
成
23
年
3
月
、
名

誉
町
民
の
称
号
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
職
を
退
い
た
後
も
、
社
会

福
祉
法
人
く
に
み
会
理
事
長
、
県
更

生
保
護
協
会
副
理
事
長
、
峡
南
の
歴

史
と
文
化
を
学
ぶ
会
会
長
と
し
て
、

そ
の
生
涯
を
教
育
と
福
祉
に
捧
げ
、

自
ら
の
理
念
を
貫
か
れ
ま
し
た
。

　
生
前
の
ご
功
績
を
た
た
え
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
富
士
川
町
名
誉
町
民
で
昭
和
62
年
か
ら
4
期

16
年
間
、
増
穂
町
長
を
務
め
た
田
中
隼
人
氏
が

5
月
8
日
午
前
7
時
30
分
、
肺
炎
の
た
め
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
85
歳
で
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

田
中
隼
人
氏
略
歴

昭
和
7
年
6
月

　

旧
増
穂
町
小
林
に
生
ま
れ
る

昭
和
26
年
3
月

　

県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
卒
業

昭
和
50
年
5
月
〜
56
年
9
月

　

増
穂
町
議
会
議
員

昭
和
56
年
10
月
〜
62
年
3
月

　

増
穂
町
教
育
委
員
会
教
育
長

昭
和
62
年
7
月
〜
平
成
15
年
7
月

　

増
穂
町
長

平
成
12
年
6
月
〜
13
年
5
月

　

県
町
村
会
長

平
成
4
年
4
月
〜
15
年
7
月

　

�

甲
西
道
路
・
中
部
横
断
自
動
車
道

（
双
葉
・
増
穂
）
建
設
促
進
協
議
会

会
長

平
成
10
年
5
月

　

県
町
村
会
会
長
表
彰
受
賞

平
成
12
年
1
月

　

全
国
町
村
会
会
長
表
彰
受
賞

平
成
12
年
10
月

　

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
13
年
11
月

　

県
知
事
表
彰
受
賞

平
成
14
年
7
月

　

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
15
年
12
月

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

平
成
16
年
11
月

　

秋
の
叙
勲
旭
日
小
綬
章
受
章

平
成
17
年
4
月
〜
22
年
5
月

　

鰍
沢
保
護
司
会
会
長

平
成
23
年
3
月

　

名
誉
町
民
の
称
号

名
誉
町
民

　 
田
中
隼
人
氏
　
ご
逝
去
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町
で
は
、
大
地
震
時
に
お
け
る
建

物
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
化
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
！

◇
対
象
建
築
物

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
複
数
の
住
居
が
あ
る
場
合
は
、そ
の

主
な
も
の
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
も
の

・
木
造
で
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・

伝
統
工
法
）
で
あ
る
も
の

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

3
0
0
㎡
以
下
の
も
の

・
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分
が

過
半
の
も
の
）

◇
申
込
受
付

　
9
月
28
日
（
金
）
ま
で
随
時
受
付

※
申
込
書
は
、
都
市
整
備
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◇
診
断
実
施
時
期

　

申
込
件
数
が
ま
と
ま
っ
た
時
点

で
、
一
括
し
て
年
度
内
に
実
施
し
ま

す
。

◇
診
断
内
容
な
ど

　
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
申
込
者

の
住
宅
を
調
査
し
ま
す
。

　
診
断
内
容
は
、
間
取
り
・
柱
の
傾

斜
・
筋
交
い
の
有
無
な
ど
で
す
。
地

震
に
対
す
る
耐
力
を
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

　
診
断
の
結
果
、「
耐
震
性
な
し
」と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
建
築
士
が
診

断
の
内
容
と
結
果
・
耐
震
改
修
工
事

の
方
法
と
概
ね
の
費
用
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。

※
「
耐
震
性
な
し
」
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
ら
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、「
耐
震
性
な
し
」と
判
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震

改
修
設
計
や
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い

て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
水
道
管
の
漏
水
や
凍
結
に
よ
る
破

裂
な
ど
は
、
い
つ
起
き
る
の
か
予
測

が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
万
が
一
の
時
に
も
、「
不
凍
栓
」で

止
め
て
あ
れ
ば
水
が
漏
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
家
の
中
が
水
浸

し
で
家
財
な
ど
が
台
無
し
に
な
る
こ

と
や
、
高
額
な
上
下
水
道
料
金
を
支

払
わ
な
く
て
済
み
ま
す
。

　
不
凍
栓
は
、
水
道
使
用
者
の
負
担

で
取
り
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
具
を

使
わ
ず
蛇
口
と
同
じ
回
し
方
で
開
閉

で
き
ま
す
の
で
、
数
日
間
水
道
を
使

わ
な
い
場
合
で
も
こ
ま
め
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

　
皆
さ
ん
の
家
の
蛇
口
か
ら
出
て
く

る
水
は
、
地
下
水
や
川
な
ど
の
水
を

安
心
で
お
い
し
い
水
に
し
て
、
水
道

管
を
通
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
日
も
安
全
で
お
い
し
い

水
を
絶
や
す
こ
と
な
く
送
る
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。
水
道
週
間
を
通
し

て
、
あ
ら
た
め
て
水
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
水
道
や
シ
ャ
ワ
ー
は
、
こ
ま
め
に

と
め
ま
し
ょ
う

◎
洗
濯
水
は
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う

◎
食
器
な
ど
は
、
た
め
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

漏
水
の
発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
晴
れ
て
い
る
の
に
道
路
が
い
つ
も

濡
れ
て
い
る

▼
普
段
乾
い
て
い
る
道
路
脇
か
ら
き

れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
る

　
そ
の
よ
う
な
場
所
を
発
見
し
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宅
地
内
水
道
工
事
お
よ
び
修
理
は

必
ず
町
の
指
定
店
で

　
家
屋
の
新
築
、
増
改
築
、
解
体
工

事
に
伴
う
水
道
工
事
や
漏
水
修
理
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
町
の
上
水

道
工
事
指
定
店
に
工
事
を
頼
ん
で
く

だ
さ
い
。

第 60 回 水道週間（ 6月 1日～ 7日）
「水道水　安全　おいしい　金メダル」

（第60回　水道週間スローガン）
●お問い合わせ
　上下水道課　☎22－7204

長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う

長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
場
合
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う

木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

メーターボックス
の中の不凍栓
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定
住
奨
励
金
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
お
よ

び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
土
地
お
よ
び
建
物
を
取
得
し

た
方
に
対
し
、
定
住
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

①
土
地
を
取
得
し
て
か
ら
2
年
以
内

に
住
宅
を
建
築
し
、
定
住
を
開
始
し

た
方

②
既
に
建
築
さ
れ
て
い
る
住
宅
を
取

得
し
、
取
得
の
日
か
ら
3
か
月
以
内

に
定
住
を
開
始
し
た
方

※
①
②
と
も
に
定
住
を
開
始
し
て
か

ら
引
き
続
き
5
年
以
上
定
住
す
る
意

思
の
あ
る
方

◇
補
助
金
額
お
よ
び
期
間

　
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

相
当
額　
5
年
間

◇
申
請
方
法

　
当
該
住
宅
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
を
受
領
し
た
日

か
ら
10
月
末
ま
で
に
申
請
書
お
よ
び

添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
度
5
年
間
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◇
そ
の
他

・
単
な
る
住
宅
の
建
て
替
え
、
増
改

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

を
完
納
し
な
い
場
合
は
、
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

・
こ
の
奨
励
金
は
「
雑
所
得
」
と
な

り
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
地
域
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

「
こ
つ
こ
つ
教
室
」
参
加
者
募
集

　
町
で
は
、集
中
的
に
6
か
月
間（
毎

週
1
回
）
通
う
体
操
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
65
歳
以
上
の
方
で
、
生

活
機
能
の
状
態
を
確
認
す
る
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
該
当
と
な
っ

た
方
で
、
主
に
次
の
5
項
目
中
3
項

目
以
上
該
当
す
る
方
で
す
。

①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
わ
ら

な
い
と
昇
れ
な
い

②
い
す
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
か
に

つ
か
ま
ら
な
い
と
立
ち
上
が
れ
な
い

③
15
分
以
上
継
続
し
て
歩
け
な
い

④
こ
の
1
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ

る⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

　
体
操
と
い
っ
て
も
、
激
し
い
体
操

で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
身
体
を
動

か
し
や
す
く
す
る
た
め
の
筋
肉
を
つ

け
る
体
操
で
す
。

　
教
室
で
は
、
運
動
指
導
士
が
個
々

の
体
調
に
合
わ
せ
た
体
操
を
指
導
し

ま
す
。
一
緒
に
〝
こ
つ
こ
つ
〟
と
元

気
な
体
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
今
後
の
予
定
〉

◇
日
時　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
定
員　
15
人

◇
期
間　
6
か
月（
開
始
は
月
初
め
）

◇
参
加
料　
無
料

◇
講
師　
エ
ム
ズ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
運

動
指
導
士

※
送
迎
も
可
能
で
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

お知らせ

Information

3
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

3/3 中部活性化プロジェクト
クラフトフェスタ in KYONAN 240 120 9.24 0.7

3/11 NPO法人富士川・夢・未来
富士川農林学校こんにゃく作り体験会 270 170 13.09 0.9

〃 第7回富士川町スポーツ・レクリエーション祭 900 900 69.30 5.0

3/18 スイーツクラシック　vol.14 160 160 12.32 0.9

〃 森のようちえん　きらきら星　卒園式 340 215 16.56 1.2

合計 1,910 1,565 120.51 9

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　
6
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

　
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
扶

養
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
受
給
資

格
が
引
き
続
き
あ
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
大
切
な
届
け
で
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
、
6
月
上
旬
に
現
況
届
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
が
提
出

さ
れ
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
6

月
分
か
ら
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。

◇
提
出
期
限　
6
月
29
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
絡
協
議
会
設
立
40
周
年
記

念
行
事

　
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
に
よ
る「
模
範
試
合
」（
2

セ
ッ
ト
）
の
迫
力
あ
る
試
合
が
間
近

で
観
戦
で
き
ま
す
。

　
試
合
終
了
後
に
は
、
両
チ
ー
ム
選

手
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
観
覧
お
よ
び
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
は
無
料
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
開
催
日　
6
月
17
日
（
日
）

◇
開
催
時
間

　
開
場　
午
前
8
時
30
分

　
開
会　
午
前
9
時
30
分

◇
場
所　
町
民
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

◇
対
戦
チ
ー
ム

　

サ
ン
デ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ア
ー
ズ

（
群
馬
県
）vs　
日
本
体
育
大
学（
東

京
都
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
午
前
11
時
〜
正
午
（
模
範
試
合
終

了
後
開
催
）

※
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
参
加
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」の

お
知
ら
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

職
へ
の
就
職
を
目
指
す
方
を
応
援
し

ま
す
！

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
で
は
、
在

宅
で
の
介
護
や
介
護
施
設
な
ど
で
働

く
う
え
で
基
本
と
な
る
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
の
仕
事
に
就
く
た
め
の
入
門

資
格
で
あ
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

発
行
の
福
祉
だ
よ
り
6
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
22
―
8
9
1
1

町
立
図
書
館
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
立
図
書

館
基
本
構
想
を
図
書
館
整
備
の
基
本

指
針
と
し
て
、国
が
進
め
て
い
る「
富

士
川
地
方
合
同
庁
舎
」
に
併
せ
て
、

図
書
館
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
運

営
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
者

○
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を

有
す
る
個
人
・
法
人
・
団
体

○
本
町
に
対
し
、
納
税
義
務
を
有
す

る
方

◆
募
集
期
間

5
月
21
日
（
月
）
〜
6
月
29
日
（
金
）

◆
閲
覧
方
法

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
町
政
情
報
→
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
→
町
立
図
書
館
整
備
→
富
士
川
町

立
図
書
館
基
本
構
想
に
つ
い
て

◆
意
見
の
提
出
方
法

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

　
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

○
郵
送

　
〒
4
0
0
―
0
6
0
1

　
鰍
沢
1
6
3
9
―
1

　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当
宛
て

○
F
A
X

　
☎
22
―
5
3
9
2

○
Ｅ
メ
ー
ル

　

�kyouiku@
tow
n.fujikaw

a.
lg.jp

◆
注
意
事
項

○
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
用
紙
に
氏
名
、
住
所
（
勤
務

先
ま
た
は
事
業
所
名
）、連
絡
先
の
明

記
が
な
い
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は

意
見
と
し
て
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

建
築
物
防
災
講
座

〜
大
規
模
地
震
に
備
え
て
〜

　
県
お
よ
び
町
で
は
、
建
築
物
防
災

出
張
講
座
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
大
規
模
地
震

の
被
害
や
、
こ
れ
か
ら
発
生
が
想
定

さ
れ
る
地
震
の
脅
威
な
ど
防
災
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
映
像
な
ど
を
使
い
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
区
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
を

対
象
と
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
「
耐
震
診
断
」
に
つ
い
て
は
、
広

報
ふ
じ
か
わ
6
月
号
9
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
4

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）

定
期
検
査
に
つ
い
て

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
は
か
り

の
定
期
検
査
（
2
年
ご
と
に
実
施
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
日
時
に

（11）平成 30. 6 月号　No.99



検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日

・
増
穂
地
区
に
事
業
所
の
あ
る
方

　
6
月
7
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時

・
鰍
沢
地
区
に
事
業
所
の
あ
る
方

　
6
月
8
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◇
検
査
会
場　
町
民
会
館

▲
注
意
す
る
こ
と

①�

検
査
証
印
等
の
付
さ
れ
て
い
な
い

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
は
取
引

や
証
明
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

②�

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は

か
り
は
す
べ
て
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③�

検
査
手
数
料
は
現
金
で
の
徴
収
と

な
り
ま
す
。

④�

は
か
り
に
付
属
し
て
い
る
分
銅
や

定
量
増
お
も
り
は
、
付
属
し
て
い

る
お
も
り
全
部
を
使
わ
な
い
と
検

査
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
普
段
使
っ

て
い
る
お
も
り
だ
け
で
な
く
、
全

部
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤�

は
か
り
は
汚
れ
を
よ
く
落
と
し
、

運
搬
す
る
と
き
に
は
ス
ト
ッ
パ
ー

を
し
て（
つ
い
て
い
な
い
と
き
は
、

は
か
り
の
台
と
皿
の
間
に
新
聞
紙

な
ど
を
入
れ
て
指
針
が
揺
れ
な
い

よ
う
に
）、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥�

運
搬
は
受
検
者
の
責
任
に
お
い
て

取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑦�

印
鑑
お
よ
び
「
計
量
器
の
定
期
検

査
通
知
書
」（
は
が
き
）を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧�

2
5
0
㎏
を
超
え
る
大
型
は
か
り

は
、
所
在
場
所
（
設
置
の
場
所
）

に
て
受
検
す
る
よ
う
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
所
在
場
所
定
期
検

査
申
請
）

⑨�

購
入
し
て
か
ら
間
も
な
い
は
か
り

に
つ
い
て
は
、
検
査
が
免
除
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
計
量
検
定
所

　
☎
0
5
5
―
2
6
1
―
9
1
3
0

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

第
30
回
「
神
明
の
花
火
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
第
30
回
「
神
明
の
花
火
大
会
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
8
月
7
日（
火
）　
午
後
3

時
〜
9
時

◇
募
集
内
容

①
有
料
観
覧
エ
リ
ア
の
改
札
入
口
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
20
人
）

②
有
料
観
覧
エ
リ
ア
内
の
誘
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
30
人
）

③
総
合
案
内
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
5

人
）

◇
応
募
資
格　
原
則
と
し
て
18
歳
以

上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方

◇
応
募
方
法　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
、
希
望
す

る
業
務
、
過
去
の
経
験
の
有
無
を
明

記
の
う
え
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切　
7
月
20
日
（
金
）
必

着●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
川
三
郷
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

（
市
川
三
郷
町
役
場
商
工
観
光
課
観

光
係
内
）

　
〒
4
0
9
―
3
6
1
2

　

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野

2
7
1
4
番
地
2

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
5
7

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

k
-sh

io
za
w
a
@
to
w
n
.

ichikaw
am
isato.lg.jp

夕
方
の
「
町
の
歌
」
の
放
送

が
変
わ
り
ま
す

　
町
の
防
災
無
線
で
夕
方
放
送
し
て

い
る
「
町
の
歌
」
を
、
次
の
と
お
り

1
番
か
ら
3
番
ま
で
、
歌
詞
を
季
節

ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
放
送
し

ま
す
。

町
の
歌
「
明
日
（
あ
し
た
）
を
生
き

る
」

・
5
月
〜
8
月　
1
番

・
9
月
〜
12
月　
2
番

・
1
月
〜
4
月　
3
番

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
や
「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専

門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
時　
7
月
8
日
（
日
）
〜
10
日

（
火
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

◇
対
象　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

◇
相
談
内
容

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
（
育
児
相
談
）

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
（
教
育
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
に
関
す
る
相
談

◇
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
締
切　
7
月
4
日
（
水
）
午

後
3
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
0
5
5
3
―
22
―
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
―
22
―
6
4
1
9

県立峡南高等技術専門校
オープンキャンパスのお知らせ
◇日　　時	 6月23日（土）
	 午前10時〜正午
◇申込方法	� 電話または専用の申込用

紙を記入のうえ、ご提出
ください。

●お申し込み・お問い合わせ
　県立峡南高等技術専門校
　☎22−3171
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町民ボウリング大会

テニス教室参加者募集

　
4
月
1
日（
日
）、大
法
師
さ
く
ら

祭
り
会
場
に
て
「
リ
ズ
ム
体
操
」
を

行
い
ま
し
た
。
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
峡
南
地
域
の

リ
ズ
ム
体
操
愛
好
者
約
70
人
が
集
ま

り
共
演
し
ま
し
た
。

　
満
開
の
桜
の
中
、
観
覧
者
を
含
め

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～
今
後
の
予
定
～

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
6
月
10
日
（
日
）、
24
日
（
日
）

○
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

　
6
月
14
日
（
木
）、
27
日
（
水
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
鰍
沢
）

　
毎
週
日
曜
日

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
中
部
）

　
毎
週
水
曜
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

第7回 町民ボウリング大会
　町民ボウリング大会を、次のとおり開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。

◇日　　時	 7月8日（日）午前10時～
◇場　　所	 スポルトコスモボウル（南アルプス市小笠原）　※現地に直接集合してください。
◇参加資格	 18歳以上の町内在住または在勤の方
◇競技方法	 3ゲームの合計得点で順位を決定
◇参 加 料	 一般　1,800円（靴代別）
	 部員　1,500円（靴代別）
◇申込方法	「氏名・性別・年齢・住所・連絡先・靴の有無・町外の方は勤務先」を
	 電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り	 6月22日（金）
◇そ の 他	 ・参加者全員に賞品があります。
	 ・傷害保険は、各自で加入してください。

●お申し込み・お問い合わせ　町体育協会事務局（教育委員会内）　☎22－5361　FAX 22－5392
　　　　　　　　　　　　　　体協ボウリング部事務局　石坂正継　☎・FAX 22－8355

テニス教室参加者募集
　レベルに合わせたクラス分けを行い、県テニス協会普及指導員と町体協テニス部員が、
初心者から上級者の方まで、やさしく指導します。お気軽にご参加ください。

◇日　　程	 6月20日（水）・27日（水）・7月4日（水）・11日（水）の4日間
◇時　　間	 午後7時30分～9時30分
◇場　　所	 利根川公園テニスコート
◇内　　容	 開講式・フォアハンド・バックハンド・ボレー・スマッシュ・サーブ・ゲーム・閉講式
◇対　　象	 小学校低学年以上（親子での参加もお待ちしています）
◇参 加 料	 高校生以上1,500円、中学生以下1,000円（開講式で徴収します）
◇定　　員	 50人
◇申込方法	「氏名・性別・年齢・住所・連絡先・ラケットの有無」を
	 電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り	 6月15日（金）
◇そ の 他	 ・雨天の場合は、翌週に順延します。当日、連絡の取れる電話番号をお願いします。
	 ・コートを傷めないシューズで参加してください。
	 ・傷害保険に加入します。なお、当日申し込みの場合は、各自で傷害保険に加入していただきます。

●お申し込み・お問い合わせ　生涯学習課　社会体育担当　☎22－5361　FAX 22－5392

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

大
法
師
さ
く
ら
祭
り
に
て

リ
ズ
ム
体
操
共
演
！
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町民体力測定会＆
簡単軽運動教室

　
「
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立
つ
に

学
ぶ
～
あ
な
た
の
未
来
～
」
を
テ
ー

マ
に
、「
逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立

つ
」
の
原
作
者・海
野
つ
な
み
氏
と
、

埼
玉
大
学
教
授
・
石
阪
督
規
氏
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

男
だ
か
ら
…
女
だ
か
ら
…
夫
婦
だ
か

ら
…
と
い
う
世
の
中
の
「
こ
れ
が
普

通
」
に
縛
ら
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の

男
女
の
働
き
方
・
生
き
方
が
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
と
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る

の
か
を
、
社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
し

た
ド
ラ
マ
「
逃
げ
恥
」
を
通
し
て
考

え
ま
す
。
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
も
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
、
無
料
託
児
も
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。（
要
予
約
）

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
日
時　
6
月
24
日
（
日
）
午
後
1

時
30
分
～
4
時

◇
会
場　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

（
甲
府
市
青
沼
3
―
5
―
44
）

◇
参
加
料　
無
料

◇
講
師
　

・
海
野
つ
な
み
氏（「
逃
げ
る
は
恥
だ

が
役
に
立
つ
」
原
作
者
）

・
石
阪
督
規
氏
（
埼
玉
大
学
教
授
）

※
手
話
通
訳
あ
り

※
無
料
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
6

月
19
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
5
8

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kenm
in-skt@

pref.yam
anashi.lg.jp

町民体力測定会＆
簡単軽運動教室

　町では、次のとおり町民体力測定会と簡単軽運動教室を開催します。体力測定会では、普段の運
動の成果を項目ごとにわかりやすい表でご覧になることができます。また、ブルーアースのインス
トラクターによる簡単軽運動教室も同時開催します。ぜひこの機会にご自身の体力をチェックし、
日頃の運動不足を解消しませんか。

◇日　　時	 6月23日（土）　午後6時40分～
◇受付時間	 午後6時～6時30分
	 ※受付後、健康状態チェックシートの記入、脈拍・血圧測定を行います。
◇場　　所	 町民体育館アリーナ
◇対　　象	 小学生～お年寄りまで（小中学生は、親子での参加をお願いします）
◇参 加 料	 無料
◇申込方法	「氏名・性別・年齢・住所・連絡先」を電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り	 6月13日（水）
◇体力測定項目
　　〈共通〉
　　　○脈拍・血圧測定　　○握力　　○上体起こし　　○長座体前屈
　　〈小学生～64歳〉
　　　○反復横とび　　○立ち幅とび　　○20mシャトルラン
　　〈65歳以上〉
　　　○開眼片足立ち　　○10m障害物歩行　　○6分間歩行
◇そ の 他	 簡単軽運動教室は、体力測定会終了後に行います。

●お申し込み・お問い合わせ
　生涯学習課　社会体育担当（町スポーツ推進委員会協議会事務局）
　☎22－5361　FAX 22－5392

参加者募集！ブルーアースのインストラクターによるブルーアースのインストラクターによる

「やまなし男（ひと）と
女（ひと）との
フォーラム」を開催！

富士川町
男女共同参画推進委員会

6
月
は

男
女
共
同
参
画
月
間
で
す

▲昨年の様子（長座体前屈）
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［4月分］

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町有住宅鰍沢団地屋上防水修繕工事 鰍 沢 2,490,000 ㈲ 文 殊 堂

東川拡幅工事（29－2） 青 柳 町 90,000,000 井 上 建 設 ㈱

富士川ふれあいスポーツ公園維持管理業務委託 鰍 沢 3,280,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

可燃用指定ごみ袋購入 青 柳 町 4,920,000 オザックス㈱山梨営業所

給水栓等水質検査業務委託 富 士 川 町 3,579,000 （一社）山梨県食品衛生協会

簡易水道水質検査業務委託 富 士 川 町 6,112,000 （一社）山梨県食品衛生協会

営農飲雑用水水質検査業務委託 富 士 川 町 890,000 環境未来㈱　山梨検査センター

　
町
で
実
施
し
た
平
成
28
年
度
総
合

健
康
診
査
の
問
診
票
結
果
（
回
答
数

3
，2
1
9
人
）
よ
り
、「
朝
食
抜
き

が
週
3
回
以
上
あ
る
」
と
回
答
し
た

方
の
割
合
は
、
男
性
10
・
2
％
、
女

性
7
・
0
％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
朝
食
欠
食
率
は
男
女
と
も
に
20
歳

代
を
ピ
ー
ク
と
し
、
そ
れ
以
降
は
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
朝
食
の
欠
食

率
は
減
る
傾
向
で
し
た
。

　
男
女
別
で
み
る
と
、
男
性
の
方
が

朝
食
欠
食
率
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
朝
食
欠
食
率
が
最
も
高
い

20
歳
代
で
は
、
全
体
の
40
％
の
う
ち

男
性
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
朝
食
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
活
発
に
活
動
で
き
る

・
集
中
力
が
出
る

・
目
が
覚
め
る

・
空
腹
時
の
ド
カ
食
い
に
よ
る
肥

満
、
高
血
糖
予
防

・
便
秘
予
防

　
今
ま
で
朝
食
を
と
ら
な
か
っ
た
人

が
、
食
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
無
理
を

せ
ず
に
、
少
し
ず
つ
朝
食
を
と
る
習

慣
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
朝
食

を
習
慣
づ
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

①
夕
食
は
軽
く
済
ま
せ
る

　
夕
食
を
と
る
時
間
が
遅
い
人
は
、

軽
め
の
食
事
に
し
て
で
き
る
だ
け
早

く
寝
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
夕
食

の
量
が
多
い
と
肥
満
に
つ
な
が
る
だ

け
で
な
く
、
食
べ
た
も
の
を
消
化
し

よ
う
と
睡
眠
中
も
身
体
が
起
き
て
い

る
た
め
、「
質
の
良
い
睡
眠
」を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
朝
起

き
て
も
お
腹
が
す
か
ず
、〝
朝
ご
は
ん

を
食
べ
る
〟
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

に
く
い
で
す
。夕
食
を
軽
く
す
れ
ば
、

朝
起
き
た
と
き
に
適
度
な
空
腹
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
朝
食
用
に
前
の
晩
の
お
か
ず
を

と
っ
て
お
く

　
朝
は
忙
し
く
て
朝
食
を
作
る
時
間

が
な
い
か
ら
食
べ
な
い
と
い
う
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
前
の
晩
の
お
か

ず
を
残
し
て
お
き
、
温
め
直
し
て
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今月は福祉保健課
佐野管理栄養士が
担当です

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

健
康
い
き
い
き
情
報

～
「
朝
ご
は
ん
」
食
べ
て
い
ま
す
か
？
～

朝
食
を
と
ら
な
い

若
い
世
代
が
多
い
！

朝
食
を
食
べ
る
メ
リ
ッ
ト

朝
食
を
習
慣
づ
け
る
ポ
イ
ン
ト

富士川町年代別 朝食抜きが週に 3回以上ある方の割合

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代
■ 全 体 40 ％ 22 ％ 19 ％ 11 ％ 6 ％ 3 ％ 3 ％ 2 ％
■ 男 性 61 ％ 29 ％ 32 ％ 25 ％ 7 ％ 4 ％ 5 ％ 4 ％
■ 女 性 33 ％ 19 ％ 14 ％ 6 ％ 6 ％ 3 ％ 2 ％ 0 ％
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ふ
じ
か
わ
文
芸

【
短　

歌
】

う
っ
す
ら
と
霞
む
山
々
三
月
の
息
吹
の
ベ
ー
ル
が
樹
木
を
被
う

	

斉
藤
さ
よ
子

春
風
が
胸
の
扉
を
押
し
て
ゆ
く
こ
の
ご
ろ
急
に
大
人
び
た
君

	

秋
山
久
美
子

じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け
て
背
負
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
友
だ
ち
二
人
脇
で
励
ま
す

	

依
田　

郁
子

【
川　

柳
】

荒
れ
地
に
も
夢
を
抱
い
た
新
芽
ふ
く	

依
田　

正
男

孫
の
服
音
も
弾
ん
で
ミ
シ
ン
踏
む	

依
田
な
つ
子

恵
ま
れ
た
福
祉
と
歩
む
母
の
杖	

渡
辺　

礼
子

「泣き寝入り」していませんか？
　皆さんは、こんな経験をしたことはありませんか？

　「もの」や「サービス」を買うなどして生活をしている私たちは、誰もが消費者です。そして、私たちが普段何気
なくしている買い物も法的なルールにのっとっているものです。
　しかし、残念なことに世の中には消費者をだまして儲けようとする悪質な業者がいます。
　このようなトラブルの解決方法をアドバイスし、場合によっては事業者との交渉に協力する役割を担っているの
が消費生活相談窓口です。納得がいかないなどと思ったら、遠慮せずに連絡してください。
　また、被害にあわないための正しい知識をつけていただけるように出前講座も行っていますので、お気軽にご利
用ください。

●お問い合わせ
　富士川町・市川三郷町消費生活相談窓口専用ダイヤル　☎22−8816
　　月〜金曜日（土日祝日を除く）午前9時〜正午、午後1時〜4時
　産業振興課　商工振興担当　☎22−7202

「通信販売」で…
・代金を支払ったのに商品が届かない
・届いた商品が偽物だった
・届いた商品が不良品だった

「エステサロン」や「学習塾」で…
・途中で「やめたい」と伝えたら、解約料とし
て何十万円も請求された

営業の人が突然家に来て…
・家に上がりこみ「契約するまで帰らない」と言われ、
仕方なく契約書にサインをした
・屋根や排水管などを、無料で点検するというので頼む
と「このままでは大変なことになる」と言われ、高額な
契約をしてしまった
・不用品の買い取りのはずが貴金属を見せるように言わ
れ、見せたら強引に安値で買い取られた

そのほかにも…
・注文した覚えのない商品が代金引換で届き、家族が注文したと思って受け取ったが誰も注文していなかった
・電話回線を乗り換えると料金が安くなると電話で勧誘されて契約したが、今までの倍以上の金額の請求書が
きた　など

6月1日（金）〜30日（土）

「富士川病院　新病院長に聞く
診療科・ドクター紹介」

【放送時間】
午前9時〜、午後9時〜

●お問い合わせ　
　政策秘書課　広聴広報担当
　☎22−7216

◇今月の「人」コーナーはお休みします。

富士川CATV
（11ch）

健康いきいき情報

消費者ホットライン

１
い

８
や

８
や
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町長・町議会議員に当選証書を付与

名誉町民（元増穂町長）・故田中氏
をお見送り

ケンちゃんの交通安全教室

春のフリーマーケット開催

自転車安全教室を開催
小林区育成会

　投開票から一夜
明けた 4月 16 日
（月）、町長と町議
会議員の当選証書
付与式が行われ、
渡邊正志選挙管理
委員長から当選証
書を受け取りまし
た。
　新たな4年間の
任期で町政発展の
ためにご尽力いた
だきます。

　5月 12日（土）名
誉町民であり、元増
穂町長を4期務めら
れた田中隼人氏がご
逝去され、町職員が
出棺をお見送りしま
した。
　謹んでお悔み申し
上げますとともに心
からご冥福をお祈り
いたします。

　4月 18日（水）
から 25日（水）ま
で町内保育所にお
いて、県警「さち
かぜ号」による親
子交通安全教室が
行われました。子
どもたちは、大好
きな腹話術人形の
ケンちゃんと一緒
に、楽しく交通
ルールを学びまし
た。

　4月 29日（日）
春のフリーマー
ケットがますほ文
化ホールまほらの
森で行われました。
　あたたかな日差
しのなか、来場者
はおはなしシア
ターや歌、バルー
ンアートも楽しん
でいました。

　小林区育成会で
は、5月 13日（日）、
利根川公園グラウン
ドにおいて、区内の
児童を対象に自転車
安全教室を開催しま
した。当日は、𣇃米
駐在所と鰍沢警察署
の指導により、信号
機や標識を使った運
転練習などを行い、
正しい自転車の乗り
方を学びました。

志村町長3期目の初登庁
　4月 25日（水）
再選を果たした志
村町長が初登庁し
ました。
　玄関で町職員か
ら拍手で迎えられ
るなか、笑顔で花
束を受け取りまし
た。

▲第 1保育所
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

幼
児
舞
台
芸
術
鑑
賞
公
演

劇
団
東
少
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
3
び
き
の
こ
ぶ
た
」

◇
開
催
日　
6
月
7
日
（
木
）

◇
開
演
時
間　
午
前
10
時

※
町
内
幼
児
施
設
の
一
部
貸
切
公
演

で
す
。

◇
入
場
料　
1
，5
0
0
円（
自
由
席

エ
リ
ア
）

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

痛
快
！
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ

た
ろ
う

　
絵
本
時
代
劇

読
み
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
の
旅

■
6
月
16
日
（
土
）
発
売
開
始
！

◇
開
演
日　
9
月
2
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料
（
全
席
指
定
）

・
一
般

　
前
売
券　
2
，0
0
0
円

　
当
日
券　
2
，5
0
0
円

・
中
学
生
以
下

　
前
売
券　
1
，0
0
0
円

　
当
日
券　
1
，5
0
0
円

※
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員

　
　
　
　
　
1
，8
0
0
円

◇
出
演

〈
語
り
〉
飯
野
和
好
（
絵
本
作
家
）

　
平
野
文
（
声
優
）

〈
音
楽・演
奏
〉
雅
楽
三
昧　
中
村
さ

ん
ち

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

と
き
め
く
ひ
と
と
き
第
8
2
1
回

須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

リ
サ
イ
タ
ル

～
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
綴
る「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
～

■
6
月
16
日
（
土
）
発
売
開
始
！

◇
開
演
日　
9
月
16
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
3
時

◇
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般

　
前
売
券　
2
，0
0
0
円

　
当
日
券　
2
，5
0
0
円

・
中
学
生
以
下

　
前
売
券　
1
，0
0
0
円

　
当
日
券　
1
，5
0
0
円

（
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

※
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員

　
　
　
　
　
1
，8
0
0
円

◇
内
容

・
第
1
部　
リ
サ
イ
タ
ル

・
第
2
部　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
＆
ピ
ア

ノ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

★
開
演
前
に
、
増
穂
中
・
鰍
沢
中
吹

奏
楽
部
の
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り

ま
す
！

◇
出
演
者

〈
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
〉須
川
展
也
、山
田

忠
臣
、
國
末
貞
仁
、
福
井
健
太
、
上

野
耕
平

〈
ピ
ア
ノ
〉
小
柳
美
奈
子

○
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、（
公
財
）三

井
住
友
海
上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ

り
低
料
金
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
講
座
情
報
】

ド
ラ
ム
体
験
講
座

　
昨
年
度
、
好
評
だ
っ
た
「
ド
ラ
ム

体
験
講
座
」。
心
ゆ
く
ま
で
夢
中
に

な
っ
て
叩
い
て
く
だ
さ
い
！

◇
開
催
日

・
無
料
体
験
会　
7
月
7
日
（
土
）

・
本
講
座　
7
月
14
日
（
土
）・
21
日

（
土
）・
28
日
（
土
）

◇
時
間

・
無
料
体
験
会　
午
後
7
時
～

・
本
講
座

子
ど
も
ク
ラ
ス　
午
後
5
時
～
6
時

大
人
ク
ラ
ス　
午
後
7
時
～
8
時

◇
講
師　
杉
山
一
士
氏（
町
内
在
住
）

◇
受
講
料

・
高
校
生
以
上　
3
，0
0
0
円

・
中
学
生
以
下　
1
，5
0
0
円

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
）

◇
定
員　
各
ク
ラ
ス
20
人

◇
お
申
し
込
み　
「
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
連
絡
先
」
を
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
11
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
6
月
1
日
（
金
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
Mail  info@fbkh.jp

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール

▲昨年度の様子（子どもクラスでの講座）

「スタインウェイ」を弾こう♪
　ピアノの最高峰スタインウェイを
弾いてみませんか。

◇利用料　30分1,080円
◇対　象　�小学生以上（小学生は保

護者の同伴が必要です）
※事前の申し込みが必要です。
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◆6月のホームゲーム（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・  9日（土）　16：00　VS　ツエーゲン金沢
・16日（土）　18：00　VS　モンテディオ山形
・30日（土）　18：00　VS　京都サンガF.C.

雨の日
は読書でリラックス !!

新刊案内

『ニードルス』花村萬月著
『短編集』堀江敏幸著　『未来』奏かなえ著
『旅先のおばけ』椎名誠著　『怪しくて妖しくて』阿刀田高著
『ロンリネス』桐野夏生著　『恋の川、春の町』風野真知雄著
『名探偵誕生』似鳥鶏著　『大河は眠らない』吉田修一著
『光の中の闇　石牟礼道子エッセイ集』石牟礼道子著
『ファーストラヴ』島本理生著　『六月の雪』乃南アサ著

第 15回　本屋大賞

大賞　『かがみの孤城』辻村深月著
翻訳小説賞　『カラヴァル』

ステファニー・ガーバー著

第 23回　日本絵本賞

★大賞　『わくせいキャベジ動物図鑑』
★日本絵本賞　『ばけバケツ』
　　　　　　　『ドームがたり』
　　　　　　　『シャクルトンの大漂流』
　　　　　　　『しんごうきピコリ』

【映画化】
『羊と鋼の森』宮下奈都著
（6/8 公開）

原作本 おはなし会

6 月 9日（土）
午前 11時～ 11時 30分
町民図書館

親子でぜひ来てケロケロ！

お詫びと訂正
　広報ふじかわ 5月号の 23ページ、おくやみ（死
亡）欄中に誤りがありました。今月号で、再度掲載
し、お詫び申し上げます。

【一般書】

スタジアムで応援しよう！

戸籍の窓
自 4月 1日　至 4月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	大　久　保	 市川　陽莉	（ひまり）	 女	 剛　士
	𣇃　　　米	 三浦　悠月	（ゆづき）	 男	 亮
	長　　　 	 知念　陸斗	（りくと）	 男	 ケンジ
	 〃	 折居　龍玄	（りゅうげん）	 男	 広　介
	大　　　椚	 矢島　蓮絆	（は　な）	 女	 幸　久

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	大　久　保	 小林　　優	 真　凜	 （ 小 林 ）
	𣇃　　　米	 小 　　翔	 彩	 （ 臼 井 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 志村千枝子	 95	 良　　仁
	𣇃　　　米	 大森　義夫	 89	 永　　二
	 〃	 山形　康夫	 87	 勝　　也
	長　　　 	 𧦴藤いつ子	 92	 英　　良
	 〃	 梶本　尚正	 84	 隆　　則
	 〃	 河澄てる子	 93	 券　　治
	 〃	 小池　允 	 71	 美 枝 子
	大　　　椚	 大久保せつ子	 94	 栄
	青　柳　町	 仙洞田光夫	 91	 康　　夫
	 〃	 原　　啓文	 44	 奏　　子
	 〃	 和田　文子	 89	 康
	 〃	 野中　昭夫	 90	 か つ 子
	鰍　沢　北	 海野　秀仁	 76	 美 佐 保
	中　　　部	 佐藤　庸子	 48	 紀　　之

ひとのうごき（ 5月 1日現在）

人　口	 15,377 人	 （− 15）
　男	 7,506 人	 （−   5）
　女	 7,871 人	 （− 10）
世　帯	 6,311 戸	 （　   0）	 ※ (　) 内は対前月比
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〈お子さまの写真大募集！〉

遠藤　結
ゆい
菜
な

ちゃん
（平成 29年 3月・長澤）
父　郁弥さん・母　栞さん

大塩　魁
かい
人
と

くん
（平成 27年 11月・最勝寺）
父　高平さん・母　弥生さん

　我が家の癒し担当ゆいちゃ
ん♡
　これからもすくすく成長し
てね！

　車とボールが大好きなカイ
ト♡甘えん坊で優しいカイト
にいつも癒されてます。たく
さん食べてたくさん遊んでこ
れからもすくすく成長して
いってね。大好きだよ♡

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

富士川町公式Facebook 無
料
ア
プ
リ

広報ふじかわがスマホで
見られます。
App Store、Play ストア
で「マチイロ」と検索。

小宮山瑞
みず

樹
き

くん　5歳（長澤）

〈お子さまの写真大募集！〉

4 歳くらいまでのお子さまの写真
を募集しています。
・お子さまの氏名　・生年月
・地区名　・ご両親のお名前
・簡単なコメント
・掲載写真のデータ
をEメールで送信してください。
se isaku@town . fu j i kawa .
yamanashi.lg.jp

　

か
さ
を
さ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
描か

き

ま
し
た
。
か
た
つ
む
り
が
難む
ず
かし
か
っ
た

け
ど
、
絵え

の
具ぐ

を
落お

と
し
て
雨あ
め

が
降ふ

っ

て
る
よ
う
に
流な
が

す
と
こ
ろ
が
楽た
の

し
か
っ

た
で
す
☆

富士川町 Facebook

お待ちして
います！

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
政
策
秘
書
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


